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あらまし：情報系の技術者倫理教育では、著作権、特許、個人情報、プライバシー、ヒューマンエラー、

ユーザインタフェース、情報セキュリティ、安全性などに関して、事例をもとにした講義やグループ討議

が行われることが多い。これらの事例のうち倫理の絡む問題をグループ討議するにあたっては、7ステッ

プガイドなどの手法や内部告発についても学習しておくべきである。本稿では、情報系の大学院生に対す

る技術者倫理教育の事例を紹介し、内部告発を中心とした教育方法を紹介する。 
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1. はじめに 
工学系学部において、技術者倫理に関する教育が

必須となっている場合が多い。これは日本技術者教

育認定機構 (JABEE) の認定を受けるための必要条

件となっていることにもよるが、社会の要請に応え

るためという意味も大きい。その教育内容としては、

土木・機械・化学・電気など、専門分野ごとに関連

する事例が中心にとりあげられている。情報系の学

部・研究科におけるテーマとしては、著作権、特許、

個人情報、プライバシー、ヒューマンエラー、ユー

ザインタフェース、情報セキュリティ、安全性など

が挙げられる。これらのテーマについては、単に法

令の解説にとどまらず、実際の事件あるいは仮想事

例をとりあげて、個人またはグループで考えさせる

ことで、理解が深まると考えられる。 
大学における技術者倫理教育については、学部 1

年生ぐらいで「気づきのステージ」として一般授業

で話題を提供し、学部専門科目の中で「育成のステ

ージ」として事例に関して討議を交えた授業を行い、

さらに大学院で「定着のステージ」として授業を用

意することが提唱されている(2)。上述したようなテ

ーマは、学生の成長に合わせて少しずつ深いところ

まで議論するようにして、繰り返しとりあげるのが

よい(2)。また、授業方法には学生に討議・発表させ

ることが有効であることは、ほぼどの文献でも共通

して言われている(1)～(4)。 
一方、あまり知られていないが、2013 年度から大

学教育としての消費者教育が義務化されている。し

かしながら、実際に授業が行われている例は少ない。

そこで筆者を含む研究メンバーは、情報系学部の受

講者に対する消費者教育の内容を検討し、授業のモ

デルシラバスを提案している(6)(7)。ここには、スマ

ートフォンやポイントカードといった身近なものか

ら、技術者として直面する可能性のあるオープンソ

ースやコンテンツの適切な利用、さらにアプリの安

全性、プロシューマ教育といったことまで幅広くカ

バーするようにした。これは、特に「情報」を扱う

場合、単に消費者にとどまらず、専門家としての立

場も要求されることが多いからである。 
 
筆者は、本務校だけでなく非常勤先などで、情報

技術を専門とする学生を対象とした技術者倫理教育

を 10 数年間担当してきた。とりあげる内容として新

しい話題も徐々に取り入れ、授業方法も工夫を重ね

てきている。ここ数年は、授業の宿題の小レポート

に 対 す る コ メ ン ト や 補 助 教 材 を Learning 
Management System を利用して閲覧可能にするなど

し、授業内容も少し絞って学生によるグループ討議

を増やすようにしている。 
本稿では、筆者の担当する大阪大学大学院情報科

学研究科の授業科目「情報技術と倫理」における内

部告発をテーマとした実践内容を紹介する。皆様の

忌憚のないご意見を賜れば幸いである。 
 

2. 技術者倫理科目の内容構成 
大阪大学基礎工学部や工学部では、学部 1 年生で

PBL の一環として技術者倫理のテーマも含めている

学科もあるが、全学科ではない。しかし、どの学科

でも 3 年生あたりで「工学倫理」などの名称で技術

者倫理の授業が行われている。2017 年度の受講者に

対して、「技術者倫理ないし工学倫理に関する科目を、

大学院入学までに履修したか」を、アンケートシス

テムを利用して調査した結果、次のとおりであった

（有効回答数＝87）。 

・2 単位科目     36 人 
・90 分×２回以上   6 人 
・90 分×1 回程度    5 人 
・なし        40 人 

2 単位科目として受講した学生は、バイオ情報工

学専攻（大阪大学工学部応用自然科学科出身）が比
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較的多かった。毎年ほぼ同じような傾向なので、筆

者の担当する 90 分×5 回の授業では、技術者として

の倫理的問題の考え方について教えている。残りの

10 回は、10 人の教員によりオムニバス形式で知的所

有権、営業秘密、製造物責任、ヒューマンエラー、

ユーザインタフェース、プライバシーなどが取り上

げられている(5)。 
 
3. 内部通報を中心とした実践事例 

筆者の担当の 5 回は以下のように構成した。以前

には、スペースシャトルチャレンジャー号爆発事件

も扱っていたが、スペースシャトルを知らない学生

が増えて興味を持たれなくなったため、題材から

徐々に減らし、今年からはすべて外した。 
第 1 回：技術者倫理教育を行う背景・意義を述べ、

三菱自動車リコール隠し事件および 2016 年の燃費

偽装事件について簡単に説明し、企業風土について

グループ討議を実施。

グループは、名簿順で

はなく、複数の専攻の

学生が混じるように

編成した。2 年ほど前

からこのような編成

方法に変えたが、学生

からは「いつものメン

バーではない人と意

見交換ができる」などと好評である。宿題は、グル

ープ討議の結果を踏まえて個人の意見を短いレポー

ト。 
第 2 回：ビデオ教材「技術者の自律」を見せ、グ

ループ討議。宿題は、グループ討議をふまえた個人

の意見を書くことと、「ソーラーブラインド」のビデ

オを見て来ること。 
第 3 回：7 ステップガイド、ディ・ジョージの内

部告発の要件などを説明し、ソーラーブラインドに

ついて 7 ステップガイドに基づいて、倫理的問題に

対するアプローチ手法のグループで演習を行う。宿

題は、学会の役割と学協会などの倫理綱領を調査し

て、内部告発に類する記述があるか、将来職業に就

いたときに特に情報技術者として守るべき法律を調

査レポート（これは公益通報者保護法につなげる）。 
第 4 回：公益通報者保護法の内容、および「公益

通報者保護制度の実効性の向上」の最終報告書

(2015.12.18)のポイント解説。残り時間は、前回の続

きでグループ討議を

実施。グループ討議

の結果を A4 版 1 枚

上に３つ程度のキー

ワードあるいはキー

フレーズにまとめさ

せ、オーバヘッドカ

メラで撮影して発表

させた。 

宿題は、2016 年の東亜建設工業の羽田空港滑走路

の地盤改良工事の不正事件の報告書を読み、自分な

らばどのように行動するかをレポート。 
第 5 回：研究者倫理について、仮想事例をもとに

グループ討議。このグループ討議では、ワールドカ

フェ方式を用いて、グループを超えた討論を活発に

行わせることができた。 
毎回の授業では、アンケートシステムを用いて、

上記のような 300 文字程度書かせる質問を 2 問～3
問程度宿題として課している。書かせた宿題は、翌

週に注目すべき解答（回答）を挙げて説明するほか、

個人名を伏せてその全ての回答を大阪大学 CLE
（Collaborative and Learning Environment、実態は

Blackboard ベース）システム上に掲示している。こ

れにより受講者は他の学生がどのように考えている

かを見ることができるが、見ること自体は強制して

いない。 
 
4. まとめ 

技術者倫理教育の事例として、内部告発を中心と

した授業を紹介した。最初は勢いよく内部告発をす

ると言っていた学生も、会社の倒産事例、同僚から

の恨み、扶養家族などの要件や、内部告発者の実際

の処遇を見ていくと、いろいろ考えるようになる。

また、内部告発をさせないような相互監視に近い事

例を見ると、問題に立ち向かえる仲間を日頃から作

っておくことや、風通しの良い企業風土の大切さが

少しは理解してもらえたと思っている。内部告発を

する・しないという議論ではなく、倫理的問題に対

して多面的に考える演習の場を提供することが、技

術者倫理教育として肝要であると考えている。 
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